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がんばるぞー-
7月 5日、市営陸上競技場で第 7回上小地区心身障害者体育大会が、盛大に開催されました。

梅雨H寺だけに天気が心配されましたが、幸い好天に忠まれ、 トラ ソク競技にフィールド競技にと、

みんなは力い っぱい厄気い っぱいカ、んはり、楽しい一 円を過ごしました。

主な内容
6月定例市議会、民生 ・農林など重点に補正ー・・

暴走族追放運動は家族 ・地域くるみで・・

健康づくり、思春期の栄養と健康....

障害者とともに②・・ーー

納税組合連合会、新役員決まる・・・

あなたの名前や住所を照会します・

くらしに役立つホ住宅展、、

公共下水道、第二期繁備工事が一部完成-

市民の祭り、上回わっしょい・・・

(写」えは、単いす50m直線競走での 1コ7')

2 . 3ページ

.....4ページ

5ペジ

6ページ

ー7ページ

..8ページ

..9ページ

ー10ページ

・・特集 1 ~ 4 ページ

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 8月 1日仕)午

前 9時から正午まで、市役所 3階市長

室で行います。お気軽におでかけくだ
さい

農地問題相談日

「農地問題相談」を 8月1H(!J午前

8 時30分から正午まで、市役所 21;符 g~
業委員会事務局で行います。おれ妊に

おでかけください
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6月定例市議会

民生・農林など重点に補正

6月定例市議会は、 6月 9日から26日ま

で、 18日間の会期で聞かれました。

今回の市議会では、「上田市税条例の一部

改正案Ji上田市国民健康保険税条例の一部

改正案Ji昭和56年度上田市一般会計補正予

算案」など28議案が審議され、すべて可決、

承認されました。

6月議会で決まった56年度予算

補 正 予 算 客員

一 般会 計 10億3，377万5千円

特 別会 計 ム1，678万9千円

予 算 総 宮貢

一般会 計 184億2，216万8千円

特別会 計 58億4，796万2千円

ムは減額

*総務費

共同集会施設等改修・敷地購入補助 金

防犯灯新設事業補助金

*民生費

(仮称)東塩田保育園建設工事費など

同和対策環境改善事業

*衛生費

下郷運動広場新設工事費

*J農林水産業費

特農生産合理化施設補助金

(西塩田もみすり共同作業所、
西野竹生活改善センター)

麦大豆等生産総針辰興対策事業補助金

(泉田南部生産振興センター)

非補助土地改良事業

(小牧橋用地買収・ 工事費)

県営塩田平かんばい事業負担金 5，884万8千円

県営ほ場整備(塩田西部)補助金 1，104万4千円

ため池等水利施設管理団体協議会補助金 300万円

本土木費

区画街路26号線歩道整備工事費

上回交通踏切改良補助金

(市道御所 2号 線上満了踏切)

小牧川辺町線工事費

秋和上増線改良工事資

牢消防費

コミュニティ防災セ ンター設計委託料

*教育費

(仮草称乍引)城南小学校用I地也i購構入1
塩尻公民館新築工事費.設計委託料

上回城西栴(やぐら)改修工事費

埋蔵文化財緊急発州委託料

補正予算の主な内容(一般会計)

2，096万円

445万3千円

3億6，862万円

703万8千円

1億 9，222万円

984万円

540万円

1，500万円

乳
幼
児
な
ど

の
医
療
費
を
負
担
す
る

た
め
の
特
別
給
付
金
制
度
と
、
社
会
保

〈
要
請
い
た
し
ま
す
。

付、

農
業
政
策
の
基
本
・:
農
畜
産
物
輸

2，250万円

1，967万4千円

1，168万6千円

1，000万円

68万円

5，738万8千円

1億 100万円

2，739万4千円

800万円

主
な
条
例
の
改
正

今年度改修 される上田城西櫓(やぐら)

*
上
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
法
人
市

民
税
の
標
準
税
率
及
び
制
限
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
法
人
税

割
の
税
率
な
ど
を
改
正
し
ま
し
た
。

*
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

地
方
税
法
な
ど
の一

部
改
正
に
伴
い
、

保
険
税
の
課
税
限
度
額
並
び
に
軽
減
額

の
引
き
上
げ
な
ど
の
改
正
を
し
ま
し
た

r

*
乳
幼
児
医
療
賞
特
別
給
付
金
条
例
等

の
一
部
改
正に

実
ち

で
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来年 4月、開園予定の東塩田保育園(仮称)は、カ、しわ

保育園(写真右)と若葉保育園(写真下)を統合して建設

されます。

‘・-

守

乳
幼
児
な
ど
の
医
療
費
を
負
担
す
る

た
め
の
特
別
給
付
金
制
度
と
、
社
会
保

険
各
法
に
基
一づ

く
保
険
者
ま
た
は
共
済

組
合
の
付
加
給
付
金
と
の
支
給
関
係
を

明
確
に
す
る
た
め
、
関
係
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

*
上
田
市
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

法
令
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
、
果
樹

共
済
に
つ
い
て
引
き
受
け
方
式
が
改
め

ら
れ
た
の
に
伴
い
、
共
済
金
額
並
び
に

共
済
金
の
支
払
額
に
つ
い
て
の
改
善
な

ど
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
改

正
し
ま
し
た
。

*
上
田
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
な
ど
に
対
す
る
損

害
補
償
の
充
実
を
図
る
た
め
、
補
償
基

礎
額
な
ど
の
引
き
上
げ
、
損
害
補
償
の

内
容
の
改
善
笠
備
を
行
う
改
正
を
し
ま

し
た
。

意

見

書

*
農
業
政
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書

近
年
、
わ
が
国
の
農
業
は
、
水
田
利

用
再
編
対
策
の
強
化
な
ど
主
要
農
畜
産

物
に
対
す
る
需
給
調
笠
の
実
施
と
価
格

の
低
迷
、
輸
入
農
畜
産
物
の
増
大
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
は
一
段
と
厳

し
き
を
増
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
政
府
は
、
農
業
経
営
の
安
定

を
は
か
る
た
め
、
下
記
事
項
の
実
現
に

つ
い
て
速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
請
い
た
し
ま
す
。

付
、
農
業
政
策
の
基
本
農
畜
産
物
輸

入
の
計
画
的
削
減
、
主
要
食
植
の
備

蓄
体
制
の
確
立
な
ど
、
圏
内
自
給
力

向
上
政
策
を
確
立
す
る
こ
と
な
ど
。

口
、
米
穀
な
ど
主
要
食
植
の
生
産
・
流

通
・
・
・
田
畑
輪
換
を
基
本
と
す
る
土
地

基
盤
繋
備
対
策
を
実
現
す
る
。
生
産

の
規
模
拡
大
対
策
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
合
理
化
・
向
上
対
策
を
強
化

す
る
こ
と
な
ど
。

目
、
水
田
利
用
再
編
対
策
・
:
転
作
作
物

の
生
産
振
興
と
定
着
化
を
は
か
る
た

め
、
流
通
・
価
格
対
策
を
強
化
す
る
。

側
、
行
政
改
革
:
・
食
糧
の
安
定
供
給
を

確
保
す
る
た
め
、
農
畜
産
物
の
価
格

補
償
制
度
を
一
層
強
化
し
、
そ
の
価

格
は
適
正
に
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
。

こ
の
他
、
同
農
地
課
税
、
村
昭
和
五

十
六
年
産
米
・
麦
生
産
者
価
格
に
つ
い

て
も
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

本
郵
便
貯
金
の
現
行
制
度
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書

政
府
は
、
郵
便
貯
金
の
金
利
問
題
な

ど
を
検
討
す
る
た
め
、
「
金
融
の
分
野
に

お
け
る
官
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
庶
民
の
零
細

な
貯
金
で
あ
る
郵
便
貯
金
の
資
金
は
、

地
方
自
治
体
へ
の
融
資
な
ど
公
的
部
分

へ
の
運
用
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は

き
わ
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
行
の
郵
便
貯
金
制
度
の
存
続
を
望
む

と
と
も
に
、
国
民
大
衆
の
福
祉
向
上
に

な
お
一
層
資
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

の
一
部
改
正

7月は「愛の血液助け合い運動月間」

この月聞は、献血者が減少し、血液が不足ヵ、ちに

なる夏場に献血思想、を普及させようとい うこと で実

施されています。

今は健康でも、いつ、どんなときに病気や災存に

見舞われ、血液の恩恵を受けないとも限りません

血液の大切さを再認識するとともに 、この運動に ニ

協力ください。

ポルノ自販機の追放にご協力を

最 j丘、市内でポルノ雑誌自動販売機を設置する動

きが活発化してきました。青少年の健全育成を推進

させるため、次の点にご協力ください。

c>土地、建物は1(さない、売らない。電源提供もし

なし、。

じ>i貨わない 、見せない 、置かなしりの三 ない運動。
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地区別
グループ 構 成 員

クループ名
数 成人 少年(高校生) 言十

北 長野恐鬼死会，死デ神ィ 281 
死神姫(! ース) 9 114 (68) 395 
1;1州連合ヘルスエノジェル 11か

東 TRC 4 47 
170 

217 
宅i車合ほか (69) 

イ南言

伊都グループ 95 
ピエロ 7 46 (19 ) 141 
横浜銀蝿

中
ラク 139 
アラビアンナイト 6 36 (29) 175 
プラ ，7エノベラ 松本支部

正o入 5十 26 243 
685 

928 
( 185) 

構 成 率 26.2% 
73.8% 

100% 
(27.0%) 

(昭和56年 5月末現在)

発生日時 暴走 族

と場所 グループ名 人民 4i両
事犯の概要

55年 9月20日
四錨卓 7古、二信卓3台に分乗し、松川村

午後10時30分 テレサ 26 10 
カ句 [I.I，I:}村まて'lj，定。爆竹や尭揮ぬをもや

安曇地方
し戸、勢をあげ‘ジグザグ運転をし主が均 1
2回にわたり 対/IilJltにiJt路妨書をした.

5午5年前11 月16 日
四倫卓10台、二鎗車 7古に分乗し、中野か

中前野市2時ごろ
路輪懲弐拾 37 17 

ら長野まで暴走し、信号無縦、蛇行運転を

するなどし、乗用車に追突した.

午5ご6年前ろ長41 時月115分日

長野から牟礼村方面に向って暴走中、初詣

クレージュ 9 3 
に来た卓に追い冠され腹をたて、車を停止

野市
させ、運転者ら 3人に暴行を加之、更にナ

y トまわしを使って車を破喧した。

5午6年後 3 月28 日 プラ γ7
松本から塩尻まで.信号無鋭、跨切不停止

10時30分 37 14 
進路妨害などをし弘がら暴走した。

松本市
エンペラー

追
放
運
動
は

家
族
・
地
域
ぐ
る
み
で

ト
i
F

族走暴行発議民間
町彼自一族走暴闘

亦+A' 
q
L
 

表

な
り
、
言
葉
使
い
、
服
装
、
髪
型
に

変
化
が
現
わ
れ
る
。

O
車
を
持
っ
て
い
る
友
人
と
の
交
際
が

増
え
る
。

o-ハ
イ
ク
や
オ
ー
ト
バ
イ
に
異
常
な
輿

味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

-v家
庭
で
の
注
意
事
項
は
・
:

O
親
と
子
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、

話
し
合
い
の
場
を
多
く
す
る
。

O
子
供
の
友
人
に
つ
い
て
も
、
よ
く
知

る
よ
う
努
力
す
る
。

O
安
易
な
車
の
与
え
方
を
し
な
い
。

地
域
や
家
庭
で
「
暴
走
を
し
な
い

さ
せ
な
い
、
見
に
行
か
せ
な
い
」
の
三

な
い
運
動
を
徹
底
さ
せ
、
暴
走
す
る
取

を
見
た
時
は
、
直
ち
に
一
一

O
番
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

罪nu 
x凋
dの近最るよ族走暴内県内正表

察
で
も
昭
和
五
十
三
年
に
道
路
交
通
法

を
一
部
改
正
し
、
暴
走
行
為
に
は
厳
し

い
処
罰
を
適
用
し
た
り
、
主
要
道
路
で

の
交
通
取
り
締
り
を
強
化
す
る
な
ど
、

暴
走
族
の
一
掃
を
目
指
し
、
監
視
の
目

を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
や
警
察
な
ど
の
関
係
団

体
で
進
め
て
い
る
追
放
運
動
だ
け
で
は
、

暴
走
族
を
一
掃
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ど
う
し
て
も
、
市
民
皆
き
ん
に
よ

る
、
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

追
放
運
動
が
必
要
で
す
。

昨年 6月、無免許の男女 2人乗りオートパイが暴走し、

事故を起した。 (写真提供・上回警察署)

状回
九、4dの

.
位
穴

4
h
M
M
 

走暴内県表
し
て
跡
を
絶
た
ず
、
今
年
に
入

っ
て
も

前
年
と
ほ
ぼ
同
数
の
グ
ル
ー
プ
や
構
成

員
が
い
る
と
い
う
実
態
で
す
。

(
表
1

参
照
)
し
か
も
、
そ
の
構
成
員
で
最
も

多
い
の
が
高
校
生
で
全
体
の
約
二
O
%

百
八
十
五
人
、
次
い
で
無
職
の
百
六
十

五
人
約
一
八
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
暴
力
団
関

係
者
が
二
十
一
人
も
加
入
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
暴
走
族
を
暴

力
団
の
予
備
軍
と
し
て
利
用
し
て
い
る

こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
将
来
、
暴

走
族
の
少
年
た
ち
が
、
暴
力
団
の
構
成

員
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
が
明
け
る
と
、
本
格

的
な
暴
走
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。
箸

えつ広報

爆
竹
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ

l
ン
な
ど

の
騒
音
を
ま
き
散
ら
し
な
が
ら
、
交
通

ル
l
ル
を
無
視
し
て
暴
走
し
、
市
民
に

危
険
と
迷
惑
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
暴
走

族・・・・・・。
こ
の
暴
走
族
は
、
単
に
自
動
車
や
オ

ー
ト
バ
イ
で
暴
走
行
為
を
す
る
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
善
良
な
市

民
に
対
す
る
殺
人
、
強
盗
、
傷
害
と
い

っ
た
暴
カ
行
為
も
目
立
ち
、
次
第
に
凶

悪
、
粗
暴
化
し
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
昨
年
六
月
の
「
暴
走
族
追

放
に
関
す
る
宣
言
」
以
後
、
市
民
皆
き

ん
の
協
力
に
よ
り
、
市
民
総
ぐ
る
み
で

こ
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

号

一
一
な
い
運
動
の
徹
底
を

高
校
生
で
全
体
の
二
割

843 

し
か
し
、
私
た
ち
の
願
い
も
む
な
し

く
、
暴
走
族
に
加
わ
る
若
者
は
依
然
と

一第

V
暴
走
族
の
き
さ
し
は
・

O
土
曜
日
の
外
出
や
夜
間
外
出
が
多
〈

号

一
、
清
涼
飲
料
水
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
を
と
り
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。

た
ん
白
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含

ん
だ
牛
乳
は
一
日
二
本
必
要
で
す
が
、

も
か
か
わ
ら
ず
作
る
の
が
ま
に
あ
わ
な

い
で
貧
血
を
お
こ
し
て
い
る
こ
と

ン
nm
は
強
化
米
や
肝
芽
求
、
け
仏
柏
刷
、
レ

〈

|

、

な

ど

に

、

ビ

タ

ミ

シ



') 

f二

力
行
為
も
目
立
ち
、
次
第
に
凶
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思春期の栄養と健康

第だえつ一(5)一一一一 昭和56年 7月16日 広報

思
春
期
と
は
中
学
生
、
高
校
生
の
年

代
を
い
う
わ
け
で
す
が
、
こ
の
年
代
は

健
康
な
大
人
に
な
る
た
め
の
大
切
な
準

備
期
間
で
す
。
乳
幼
児
の
次
に
発
育
が

盛
ん
で
、
将
来
健
康
な
人
生
を
過
ご
す

た
め
に
体
力
を
つ
け
る
時
期
で
す
の
で
、

こ
の
時
期
に
栄
養
不
足
な
ど
で
発
育
が

妨
げ
ら
れ
る
と
、
後
で
そ
の
遅
れ
を
取

り
返
す
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
不
可
能
で

す
。
特
に
、
女
子
の
場
合
は
母
と
な
り
、

子
供
を
育
て
る
た
め
の
準
備
期
間
と
も

い
え
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
大
切
な
思
春
期
の
食

生
活
を
与
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

く
、
暴
走
族
に
加
わ
る

一、

d
ぷ
飲
料
水
や
イ
/
ス
タ
/
卜
食

品
を
と
り
過
き
て
い
ま
せ
ん
か
。

二
、
時
聞
が
な
い
と
か
太
る
と
か
い

っ

て
朝
食
を
ぬ
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

三
、
学
校
の
帰
り
に
買
い
食
い

な
ど
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

四
、
野
菜
ぎ
ら
い
な
ど
極
端
な
偏
食
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
か
た
よ

っ
た
食
生
活
の

た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
臥
欠
乏
症
(
俗
に
い

う
か
つ
け
)
や
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

と
れ
な
い
と
い

っ
た
こ
と
で
お
き
る
貧

血
の
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

や
せ
る
た
め
に
と
朝
食
を
ぬ
く
こ
と
は
、

か
え

っ
て
肥
満
を
ま
ね
く
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
将
来
の

体
づ
く
り
に
悪
い
影
響
を
与
、
え
て
い
る

こ
と
を
も
っ
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
実
際
に
伸
び
ざ
か
り
の
子
供

た
ち
の
食
事
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
つ
け
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

一
、
た
ん
白
質
を
た
っ

ぷ
り
と
り
ま
し

よ‘っ
。

目
安
と
し
て
は
一
日
に
牛
乳
二
本
、

卵

一
個
、
魚
は
大
き
な
切
身
、
肉
、
豆

腐
二
分
の
一
丁
な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
質
の
よ
い
た
ん
白
質
を
調
理
方
法
を

工
夫
し
て
毎
固
め
食
事
に
欠
か
さ
な
い

ト
品
、
つ
に
1
レ
宇
?
し
ょ
、っ。

二
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
め
に
と
り
ま
し

ょ
‘ヲ
。

間
同
制
ノ
叫
U
A
M
量
コ
ノ
、

通
い
柄
〈
'
h
s
c
s
v

た
ん
白
質
や
カ
ル
ン
ウ
ム
を
多
く
含

ん
だ
牛
乳
は
一
日
二
本
必
要
で
す
が
、

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
の
発
育
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
か
ら
、
牛
乳
の
ほ
か
に
チ
ー
ズ
や

小
魚
な
ど
も
食
べ
ま
し
ょ
う
。

夏
の
暑
い
と
き
に
は
、
つ
い
清
涼
飲

料
水
を
飲
み
過
ぎ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
砂
糖
分
の
取
り
過
ぎ
は
体
内
の
カ

ル
シ
ウ
ム
を
溶
か
し
て
し
ま
い
、
骨
を

も
ろ
く
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

三
、
鉄
分
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
し
ま

『
」
よ
・
つ
。

こ
の
年
代
は
成
長
発
育
が
激
し
い
時

期
で
、
鉄
分
が
体
に
た
く
さ
ん
必
要
に

も
か
か
わ
ら
ず
作
る
の
が
ま
に
あ
わ
な

い
で
貧
血
を
お
こ
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
女
子
に
限
ら
ず
男
子
も
注
意

l
v
#
?
し
ょ
、
っ
。

血
液
を
つ
く
る
の
に
関
係
の
深
い
も

の
は
、
た
ん
白
質
、
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン
類

な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
卵
、
肉
、
魚
、

レ
バ

l
、
海
草
、
ほ
う
れ
ん
草
、
一
般

の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
た

っ
ぷ
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

四
、
ビ
タ
ミ
ン
類
も
幅
広
く
と
り
ま
し

ょ‘っ
。

ビ
タ
ミ
ン
類
も
成
長
発
育
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン
島
は
牛
乳
、
レ

パ
l
、
卵
、
魚
、
肉
な
ど
に
、
ビ
タ
ミ

冨
竜
凝

ン
nm
は
強
化
米
や
肘
芽
米
、

豆
類
、
レ

バ
l
、
肉
、
卵
な
ど
に
、
ビ
タ
ミ
ン

A

は
パ
タ
!
、
緑
黄
野
菜
な
ど
に
、
ビ
タ

ミ
ン

C
は
そ
の
他
の
野
菜
と
果
物
に
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

以
上
四
つ
が
食
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
将
来
の

健
康
の
基
礎
づ
く
り
と
い
う
点
か
ら
、

高
血
圧
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
塩
分
も

ひ
か
、
え
め
に
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

し
ょ
う
。
食
生
活
の
面
で
も
一
人
だ
ち

し
て
い
く
思
春
期
で
す
が
、
お
母
さ
ん

方
も
子
供
さ
ん
の
食
事
を
よ
い
方
向
に

導
い
て
い
く
よ
う
気
を
配
り
、
指
導
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

入学式であいさつする石井市長

7月 7日、市民会館で「上田市高齢者学園(学園長

市長 )Jの入学式が行われました。

この「上田市高齢者学園」は、高齢化社会に対応して

市が独自に開設したもので、すでに開校されている県老

人大学と各公民館の老人大学との中間的機関として、お

年寄りの生きがいある老後をめざそうというものです。

今回入学された84名の学生は、健康管理、 政 治経済な

どの一般教養科目と郷土史、社会・福祉 などの専攻科目

など、来年 3月まで15日間、 勉強することになっていま

す。なかでも、学生がノfネラーとなり「私達は後世に何

を残すべきか」をテーマに、研究会も計画されています。

上田市高齢者学園スター卜

生きがいある老後を
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の
で
す
。

環
境
課

へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず

っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
取
り
引
き
が
成
立
、
不
成
立

に
か
か
わ
ら
ず
)
を
必
ず
生
活
環
境

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

障
害
者
と
と
も
に

不
用
品
登
録
情
報

電
車
や
パ
ス
の
乗
り
降
り

日
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て

自
の
不
自
由
な
人
は
、
乗
り
降
り
に

時
聞
が
か
か
り
ま
す
。
無
理
に
急
が
せ

た
り
せ
ず
、
待
つ
思
い
や
り
が
必
要
で

す
。
パ

ス
の
乗
り
降
り
で
は
、
ド
ア
の

入
口
や
ス
テ

ッ
プ
な
ど
寄
り
所
と
な
る

も
の
を
教
、え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
頭
な
ど
を

打
な
い
よ
う
に
、
ド
ア
と
屋
根
に
手
を

添
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を
η

不
用
品
登
録
情
報
。と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
十
三
回
目
で
す
。

不
用
口
聞
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

い
で
握
手
を
し
て
く
だ
さ
い
。
握
手
を

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
の
不
自
由
な

人
は
、
あ
な
た
の
身
長
そ
の
他
も
ろ
も

ろ
を
察
知
し
て
親
近
感
を
持
ち
ま
す
。

方
角
や
場
所
を
教
え
る

街
頭
で
白
い
杜
の
人
が
立
止

っ
て
考

え
こ
ん
で
い
る
の
は
、
方
角
が
わ
か
ら

な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
き
に
多
い
姿

勢
で
す
。

方
角
や
場
所
を
教
え
て
あ
げ
る
と
き

は
、
左
、
右
、
前
、
後
と
か
、
何
歩
、

何
メ
ー
ト
ル
な
ど
具
体
的
な
言
葉
を
使

い
、
正
確
に
言
っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
、

そ
れ
、
あ
れ
・
:
な
ど
の
指
示
代
名
詞
は

使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

案
内
す
る
と
き
は
、
白
い
杖
の
反
対

側
に
立

っ
て
腕
を
貸
し
、
見
え
な
い
人

の
半
歩
前
を
歩
き
ま
す
。

(
上
の
カ

ッ

ト
参
照
)

白
い
杖
は
、
固
め
見
え
な
い
人

の
か
目
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
妨

げ
る
よ
う
な
行
動

(例
、え
ば
、
白

い
杖
を
持
つ
手
を
つ
か
ん
だ
り
、

引

い
た
り
す
る
こ
と
)
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
腕
を
貸
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
あ
な
た
の
動
き
が
よ
く
わ
か

り
、
安
全
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る

お
茶
や
食
事
を
共
に
す
る

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

百科辞典 18巻 (53年購入) 45，000円 本 棚

ジューサー (43年購入) 5，000円 三輪車

フランス人形 無 料 すべ り台

押入タンス 4-5，000円 掃除機

プラン コ 2-3，000円 洗た 〈機

風呂各種(プロパンガス用) 3，000円{立から ステレオ

かや(6畳用) 2，000円 電動オルガン

編み機(5年前購入) 30;000円位 カ。ス レンジ

テープデッキ(47年購入) 3，000円 ソファーセ ッ ト

ベビーパス 500円 血圧計

ベビー用かや(10年前購入) 500-1，000円 扇風機

組立式物置 32，000円 おりたたみ式乳母車

ガス釜 2，000円 二段ベッ ド

流し台 3，000円 下駄箱

90ccバイク 10，000円 自転車

( 7月7日現在)

oゆず りたい品物、ゆずっ てほ しい品物がありました ら、 生活環境課生活係

(含⑫ 4100内線303)へお気経にご連絡を。

。奇~1 介後の ト ラブルなどについては、責任を負いかねますのでご了承くだ さ L 、 。

イ
ス
に
案
内
す
る
と
き
は
、
イ
ス
の

背
も
た
れ
に
、
ち
ょ

っ
と
触
れ
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
イ
ス
の
位
置
と
方
向
が
わ

か
れ
ば
、

一
人
で
も
か
け
ら
れ
ま
す
。

お
茶
や
食
事
の
と
き
は
、
最
初
並
べ

ら
れ
た
食
器
な
ど
の
位
置
と
内
容
を
、

小
声
で
は

っ
き
り
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

食
器
な
ど
の
位
置
は
、
時
計
の
文
字
盤

を
例
に
と
り
、
た
と
、
え
ば
三
時
の
と
こ

ろ
に
ス
ー
プ
が
あ
り
ま
す
な
ど
と
、
具

体
的
に
言
う
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

えつ広報

固
め
不
自
由
な
人
に
限
ら
ず
、
障
害

を
持
っ
て
い
る
人
の
お
手
伝
い
を
す
る

場
合
は
、
緊
急
な
場
合
を
除
い
て
、
申

し
出
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

善
意
の
押
し
つ
け
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
相
手
の
希
望
な
ど
を
よ
く
確
認
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
障
害
を
も
っ
人

に
と
っ
て
は
、
何
引
に
も
さ
れ
る
、
い
わ

ゆ
る
お
せ
っ
か
い
よ
り
、
そ
れ
と
な
く

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
方
が
あ
り
が
た

い
場
合
が
多
い
の
で
す
。

その⑬(主なもの)不用品登録情報
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t失

拶

挨
拶
す
る
と
き
は
、
見
え
る
人
の
方

か
ら
先
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
次

ー第

七
月
一
日
か
ら
始
ま

っ
た
各
連
(
踊

リ
速
、
み
こ
し
速
、
太
鼓
連
)
の
申
し

「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の
踊
り
は
、

午
後
七
時
四
十
五
分
か
ら
同
九
時
四
十



お
日
出
は
み
ん
な
で

夏
の
夜
を
楽
し
く

市
民
の
祭
り
「
上
田
わ

っ
し
ょ
い
」
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
七
月
二
十
五
日
出

が
近
づ

く
に
つ
れ
、
市
内
は
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
も
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
、
す

っ
か
り
市
民
の
夏
祭
り
と
し
て

定
着
し
ま
し
た
。
今
年
は
十
周
年
を
記
念
し
て
、
七
月
二
十
四
日
に
花
火
大
会
、

二
十
五
日
に
は
姉
妹
都
市
出
石
町
の
大
名
行
列
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「上

回
わ

っ
し
ょ
い
」
は
市
民
み
ん
な
の
夏
祭
り
で
す
。
市
民
総
参
加
で
、
夏
の
夜

を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

(
二
十
四
日
の
花
火
大
会
に
つ
い
て
は
、
二
十

二
日
ご
ろ
の
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

七
月
一
日
か
ら
始
ま

っ
た
各
連

(腕

り
連
、
み
こ
し
連
、
太
鼓
連
)
の
申
し

込
み
受
付
は、

こ
の
十
五
日
で
締
め
切

ら
れ
ま
し
た
。
本
番
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。

申
し
込
み
を
さ
れ
た
各
速
は
、
そ
れ
ぞ

れ
本
番
に
備
え
て
、
毎
日
練
習
に
余
念

が
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

「上
田
わ
っ
し
ょ

い
」
は
、
市
民
み

ん
な
の
お
祭
り
で
す
。
次
の

こ
と
に
こ

協
力
い
た
だ
き
、
楽
し
い
夏
の
祭
り
に

1
」ま
4
?
し
ょ
、
っ
。

事
務
所
聞
き

事
務
所
聞
き
は
、
七
月
二
十
日
間
、

午
後
一
時
か
ら
上
回
商
工
会
議
所
二
階

で
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
所
聞
き
が
す
む
と
、
「
上
回
わ

っ
し
ょ
い
」
の
事
務
は
、
す
べ
て
こ
の

事
務
所
で
行
い
ま
す
。

電
話
は
、
⑮
0
7
2
0
番
で
す
。

七
月
二
十
二
日
附
は
、

「
連
」
会
議

を
聞
き
ま
す
。
「
踊
り
迎
」
の
出
発
位

置
、
注
意
事
項
な
ど
、
こ
の
会
議
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

(
申
し
込
み
を
さ
れ

た
連
に
は
、
追
っ
て
通
知
し
ま
す
)

当
日
(
お
日
)

当
日
は
、
午
後
四
時
か
ら
同
六
時
ま

で
が

「
出
石
町
大
名
行
列
」

。

午
後
五

時
か
ら
同
七
時
三
十
分
ま
で
が
「
み
こ

し
」
の
時
間
で
す
。

「上
回
わ

っ
し
ょ
い
」
の
踊
り
は
、

午
後
七
時
四
十
五
分
か
ら
同
九
時
四
十

五
分
ま
で
で
す
。

本
部
は
、
上
田
商
工
会
議
所
前
に
設

け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け
が
、
急
病

人
な
ど
は
本
部
へ
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
例
年
、
迷
子
が
多
く
出
ま
す

お
子
さ
ん
か
ら
は
目
を
離
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
万

一
、
お
子
さ
ん
が
迷
子
に

な
っ
た
時
は
、
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
踊
り
い
か
始
ま
る
と
、

呼
び
出
し
主

ど
の
放
送
時
聞
が
と
り
に
く
く
な
り
ま

す
の
で
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ル
バ
ー
シ

l
卜
も

原
町
の
ユ
ニ
!
と
上
田
信
用
金
庫
前

に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席
(
シ
ル
バ

ー
シ
ー
ト
)
を
設
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
交
差
点
付
近
は
、
例
年
、
大
変

混
雑
し
ま
す
。
お
年
寄
り
、

f
供
述
れ

の
人
は
、
で
き
る
だ
け
こ

の
辺
を
避
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

空巣に

ご注意/

お祭りに でかける

前に. もう一度戸

締り を確かめ まし

ょっ 。



第10岡上回わっしょい案内図
.交通規制.パス路線変更・タクシー乗場・催しもの

7月25日の交通規制は、原町 ・海野町 ・松尾町 ・大門町の各通りは、午後 5時-10時30分。大手

町通り(中央交差点から二中前まで)は午後 4時-10時30分。お祭り広場へ車の乗り入れがで

きません。ご協力ください。周辺道路も交通が規制されます。警察 ・交通安全協会員・交通

指導員の指示に従ってください。

おまつり広場に近い駐

車場はわずかしか収容で

きません。

付近の道路は駐車禁止

になっています。パス ・

電車をご利用 してくださ

L、

7月25日プログラム

出石町大名行列

みこし

4: 00~6: 00 
5: OO~ 7: 30 

7: 45~9: 45 お ど り

~歩行者道路←一一方通行

:::::::::::::::::::::う回路 ト・・・ー・一方通行解除(ただし

歩行者道路は横断できない)



姉
妹
都
市
出
石
町
か

ら
の
大
名
行
列
総
勢

百
三
十
人
。

午
後
四
時
本
陣
出
発

市
役
所
前
|
本
部
前

1

中
央
交
差
点
l
海

野
町
|
大
門
町
|
旧

東
駅

終
着
六
時
。

バス停移動

午後6.30以後駅前

J'i.'ス停がここ

へ移動

午後 6時30分-10時30分、駅前

古舟橋へ

タクシー乗場はイトーヨー力ド

普段のタ

一前へ移動。

午後10時30分以降は、

クシ一乗場へ移動。
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姉妹都市出石町から

えつ広報号843 ー 第号

大名行列・物産展

上
回
わ
っ
し
ょ
い
に
、
兵
庫
県
出
石

町
か
ら
、
大
名
行
列
・
物
産
展
が
特
別

参
加
し
ま
す
。

出
石
町
は
、
宝
永
三
年
(
一
七

O
六
)

上
回
と
藩
主
が
入
れ
替
っ
た
縁
で
、
姉

妹
都
市
に
な
り
ま
し
た
。
上
回
わ
っ
し

ょ
い
十
周
年
を
祝

つ
て
の
遠
来
の
お
客

様
で
す
。

山
に
固
ま
れ
た
、
静
か
な
城
下
町
。

町
の
中
を
川
が
流
れ
て
、
上
回
に
似
た

地
型
の
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

出
石
焼
、
出
石
ち
り
め
ん
な
ど
の
伝

統
産
業
も
盛
ん
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
姉
妹
都
市
出
石
を

よ
り
よ
く
知
り
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
組
合
連
合
会

大
名
行
列
は
四
時
上
田
城
出
発

上
回
か
ら
出
石
へ
移
っ
た
仙
石
氏
の

昔
を
し
の
ば
せ
る
伝
統
の
大
名
行
列
、

総
勢
百
三
十
人
の
大
が
か
り
な
も
の
で

す
。
こ
ど
も
の
部
に
は
、
上
田
市
の
小

学
生
が
特
別
参
加
し
ま
す
。

午
後
四
時
、
市
民
会
館
を
出
発
し
て

大
手
町
の
通
り
を
東
へ
、
市
役
所
駐
車

F
J
 

場
で
は
、
重
い
毛
柏
を
投
げ
渡
す
赤
坂

や
リ

奴
の
棺
ふ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

午
後
五
時
、
中
央
交
差
点
か
ら
海
野

町
通
り
を
通
っ
て
大
門
町
通
り
、
六
時

に
旧
東
駅
で
終
る
予
定
で
す
。

物
産
展
は
農
協
上
田
事
業
所
で

出石町の大名行列

出
石
焼
、
出
石
ち
り
め
ん
な
ど
の
伝

統
産
業
の
町
出
石
。
今
回
は
、
新
し
い

出
石
の
産
物
、
出
石
銘
茶
も
出
品
さ
れ

ま
す
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
知
ら
れ
る
出

石
そ
ば
は
、
上
回
か
ら
う
つ

っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
出
石
の
名
物
で
す
。
今
回

は
、
こ
の
出
石
そ
ば
も
実
演
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
場
は
、
上
回
わ
っ
し
ょ
い
本
部
前

の
農
協
事
業
所
の
二
階
、
二
十
五
日
の

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

出
石
を
紹
介
す
る
観
光
パ
ネ
ル
も
展

示
さ
れ
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
ロ
聞
の
配
布
も
行

わ
れ
ま
す
。
上
田
わ
っ
し
ょ
い
の
始
ま

る
前
の
時
間
、
出
石
の
物
産
展
に
お
立

ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

交
通
規
制
は

午
後
5
時
j
m
w
時
純
分

当
日
は
、
午
後
五
時
か
ら
同
十
時
三

十
分
ま
で
、
お
祭
り
広
場
へ
車
の
乗
り

入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
く

-
E
-

、
。
「
二
中
か
ら
中
央
交
差
点
聞
は
J

丈
さ
し

f

午

後

四

時

か

ら

¥

こ
の
禁
止
に
よ
り
、
周
辺
道
路
も
交

通
が
規
制
き
れ
ま
す
の
で
、
鵬
首
察
、
交

通
安
全
協
会
員
、
交
通
指
導
買
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
停
が
移
動
し
ま
す
i
i

午
後
五
時
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の
中

の
バ
ス
停
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

上
田
駅
の
停
留
所
は
、
午
後
六
時
三

十
分
か
ら
西
武
上
回
庖
前
へ
移
り
ま
す
。

そ
の
他
パ
ス
の
運
行
が
変
わ
り
ま
す
の

で
、
別
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

臨時パス・電車時刻表

会社名 上田駅発 行 先 な ど

別所温泉行

電 21 : 15 下之郷釈から富士山

行パスに接続

別所温泉行

上回交通 21 : 35 下之郷駅より丸 f町

行パスに桜絞

車 別所温泉行

22 : 00 下之郷駅より パス接

続なし
'-ーーー」ー

タ
ク
シ
ー
轟
車
場
は

タ
ク
シ
ー
来
場
も
、
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
、
イ
卜

l
ヨ
|
カ
ド
|
前
へ
移
り

ま
す
。
交
通
規
制
解
除
の
午
後
十
時
三

十
分
か
ら
は
、
上
田
駅
前
へ
も
ど
り
ま

す
。
現
場
係
員
の
指
-
不
に
従
っ
て
く
だ

長」い
。

駐
車
場
が
不
足
し
ま
す
・

お
祭
り
広
場
に
近
い
駐
車
場
は
、
わ

ず
か
し
か
収
容
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

付
近
の
道
路
は
駐
車
禁
止
に
な
っ
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
パ
ス
、
電
車
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
お
祭
り
が
終
る
と
西

武
上
回
底
前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
で
ま
す
。

会社名 西武前発 イ丁 先

赤坂行、 別所温

ノ、z上国交通 21 : 50 泉行、丸子町行、

真田行、傍陽行

田中行、大川行、

千曲ノ〈ス 21 : 50 上室賀行、青木

行、別所温泉行
ス 下塩尻行

川中島パス 21 : 50 (八リ帰ませパんス.側通)

~ 
半過行

「しつ



ち
よ
り
く
だ
さ
い

号一第fごえつ一 (7)一一一一昭和56年 7月16日 広報

納
税
組
合
連
合
会

843 

新
役
員
決
ま
る

ー
会
長
に
荻
久
保
さ
ん

l

こ
の
ほ
ど
五
十
六
年
度
納
税
組
合
連

合
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
が
、
左
表
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
会
長
に
は
、
荻

久
保
今
朝
平
さ
ん
(
下
常
国
)
が
四
年

連
続
し
て
決
ま
り
、
一
年
間
ご
苦
労
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
各
地
域
に
は
、

税
組
合
が
組
織
さ
れ
納
税
者
の
便
を
は

か
つ
て
い
ま
す
。
税
金
は
、
納
税
組
合

を
通
じ
て
納
付
さ
れ
ま
す
と
、
納
め
忘

れ
も
な
く
組
合
に
は
奨
励
金
も
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
未
加
入
の
皆
さ
ん
は
納

税
組
合
に
加
入
さ
れ
、
納
税
に
ご
協
力

を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
お
む
ね
納

(敬.ffr.岡島)

土区名也 納組合税名 氏 名 E 
納税

氏 名
組合名

来踏入東部 木次 昇 111 上田原宮本 食松 山奇捻太郎

中常国第 I 坂井太1~ 美 下之条中組第l 中村広三郎

部 下常国第4 。荻久保今朝平
辺

神畑本村第2 小林 啓

中 横 町 上町 阿部一男 神 大 屋 坂田堅二

上紺屋町 林 重正 111 下青木 仰沢周吉

央
北大手第3 0大井 昇 上半過第3 石井善治

泉

~t 
回 町 清水平八郎 福田第 3 小胎公史

上川原柳第4 会樋 口 広
国

古 吉 町 Oi~í 水徳男

昔日
下房山西部 今 井 一郎 伊勢山 宮崎国二

神

西 新屋西部 4囲内真太郎 染屋第 2 塚団法男

緑が丘西 塚本 章
干十

金 剛 寺 宮原友s，IJ

部
常磐町 若林幸一 中村哲悦~ 中吉田第 1

城
牧 富島照彦 殿 岩清水上村革3 佐藤淑治

御所第 5 池内四郎 下組新田 大森高雄

下
中之条下組 田中良一

tA; 
下之郷第 7 食斉藤秀夫

t孟 塩尻第 4 中島庸一 八木沢第5 0藤沢酒造男

塩尻第 14 川合蔵人
回

手塚金井 金沢継人

尻
塩尻第 18 本道卯八 別所東町 網野弥蔵

昭和56年度納税組合連合会役員名簿

ゆっくり走って楽しし1行楽

1夏の交通事故防止運動|

1な = 監 事

運動の重点

夏休み中の子供の交通事故防止は、家庭の「しつ

け」 カミら。

2.スピードは控えめに、シートベルト・へルメ ソ卜

の着用を身につけよう。

行楽は暑さに備え、ゆとりある計画で。

暴走族、暴走行為を見つけたらすぐい 110番、、 みんな

の力で無謀運転を追枚しよう 。

L_・

1 

3 

4 

部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動

あなたもご参加を一一*
/ 

0=副会長。=会長

部
落
の
完
全
解
肢
を
図
る
た
め
、

今
年
も
「
第
六
回
部
落
差
別
を
な
く

す
市
民
大
行
動
」
を
、
七
月
二
十
一

日

ω、
午
後
二
時
か
ら
市
民
会
館
で

行
い
ま
す
。

今
年
は
、
同
和
対
策
事
業
特
別
惜

置
法
三
年
延
長
の
最
終
年
度
に
あ
た

り

残

す

と

こ

ろ
九
か
月
余
り
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
こ

の
問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
多
数
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。



誤
り
が
な
け
れ
ば
返
送
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん

だ 昭和56年 7月16日一一一一 (8)ー

お知らせあ
な
た
の

名
前
や
住
所
を

照
会
し
ま
す

(例)照会はがきに言丁正があった場合の書き方

切りと って切手をは らずにお出し ください

一一一一一一 凶 符 州 一一一一一一

えつ広報

市
民
課
市
民
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
7
3

皆
さ
ん
の
住
居
、
年
金
、
印
鑑
な
ど

の
証
明
、
そ
し
て
側
人
の
権
利
、
義
務

な
ど
は
、
す
べ
て
住
民
祭
が
そ
の
広
一本

に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
住
民
禁
の
内
容
を
更
に
正
し
い

も
の
に
す
る
た
め
、
今
回
、
あ
な
た
の

名
前
、
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
生
年
月
日

を
往
復
は
が
き
で
照
会
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
往
復
は
が
き
を
今
月

末
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
内
容
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
も
し
誤
リ
が
あ

っ

た
場
合
は
、
返
信
は
が
き
の
訂
正
欄
に

正
し
い
内
谷
を
ご
記
入
の
?
ぇ
、
八
月

卜
日
ま
で
に
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

号843 ーー第

上回公園内の白鳥のつがいに、6月21目、
iかわいいヒナガー羽誕生し、白鳥にくっつ
:いて元気に池を涼ぎ回っています。

この白鳥のつガいにヒナガ誕生しだのは、
;昭和45年4月にこの公園にきて以来はじめ
:てのことで、それだけにヒナガ順調に育つ
iことを願っています。

皆さんも温かく男守ってあげてくださし」

歯
科
医
院
の

日
曜
当
番
医
制
開
始

的
医
者
さ
ん
が
休
み
の
日
に
、
的
が

痛
く
て
困

っ
た
と
い
う
経
験
の
あ
る
方

は
、
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
と
上
小
歯
科
医
師
会
で

協
議
を
し
て
き
だ
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び

日
曜
当
番
医
の
計
画
が
具
体
化
し
、
七

月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
曜
日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
の

A6.41233 

生号車番号 456781 大手町 自治会 {昭和56年 6月13日現.(1:)

戸斤
長野県上田市大手 1丁目 11番16号

1王

トlーア一一パ-ー ト

望書 F宿等

家族 氏 名 : フ リガナ 生年月日 性別

訂訂1122 M3 正・正M5 l 樹

上 回太郎 ウエタ タロウ 1Ii'l130; 3 ;27 男

87 上 田 幸子 今=孟ダ けず ヨ= 昭 33，8， 18 女ー

側 ウエダ ユキコ

訂1234正579欄l 上田市郎 ウエダ イチロウ 昭 56，1 ' 1 男

言T 11 榊l

訂正割削

訂正 欄

番局自宅電話番号

〈お昭(1い〉

。訂正かある方のみ返送し て下さし、。

。誤リカ、ありま したら訂正欄へ正しく記入して下さい。

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、
市
内
の
一

前
科
医
院
が
必
ず
当
番
に
な

っ
て
、
政

急
患
者
の
治
療
を
し
ま
す
。

な
お
、
当
番
医
の
お
知
ら
せ
は
、
そ

の
都
度
、
新
聞
紙
上
で
発
表
さ
れ
ま
す

の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
砲
丸
投

。一二
十
歳
以
上
回
十
歳
未
満
の
男
子

一
名

O
四
十
歳
以
上
五
十
歳
未
満
の
男
子

一
名

O
五
十
歳
以
上
の
男
子

一
名

申
込
者
の
中
か
ら
、
選
巧
に
よ
り
出

場
者
を
決
定
し
ま
す
。

〈
申
込
期
限
〉

七
月
三
十
一
日
制

〈
申
込
先
〉

上
田
市
教
育
委
員
会
内
県
民
運
動

競
技
大
会
上
小
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
宮
⑫
4
1
0
0内
線
5
5
5

ー
県
民
運
動
競
技
大
会

l

上
小
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の

出
場
者
を
募
集

門家族が 7人以七の場合はノ、ガキが2枚にな りま す。

来
る
九
月
六
日
川
に
開
催
さ
れ
る
「
第

九
団
長
野
県
民
運
動
競
技
大
会
上
小
ブ

ロ
y

ク
大
会
」
の
上
田
市
代
表
出
場
者

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〈
競
技
種
目
〉

マ
百
メ
ー
ト
ル
走

O
三
十
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
男
子

一
名

o
四
十
歳
以
上
の
男
子
一
名

出=一一======一-一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一=一一=一========一一=============一一一一一
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宮課税収

第 2期

今月の納税は、固定資産税第 2期です。

税金は、 納期内に納入されますよう、

ご協力くだ さい。

今月の納期限は、

税金は

7月31日闘です。

橋

(市内中学生納税標語入選作品)

僕らの未来へ

今月の納税

かかる

固 定資 産税

(都市計画税)



r 第

正
し
い
内
容
を

十
日
ま
で
に
ご
必
送
を
お
願
い
し
ま
す

号第

く
ら
し
に
役
立
つ

グ
住
宅
展
d

843 

健
康
で
明
る
い
毎
日
を
過
ご
す
に
は
、

文
化
的
で
機
能
的
な
住
宅
が
必
要
で
す
。

上
小
建
築
団
体
協
議
会
で
は
、
市
の
後

媛
を
得
て
、
次
の
と
お
り
「
住
宅
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
皆
様
、
お
で

か
け
の
う
え
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

と

き

:

七

月
三
十
一

日
幽
か
ら
八
月

一一

白
川
ま
で
の
三
日
間
。
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
三
十
分
。

と
ニ
ろ
:
・
上
回
公
園
内
「
総
合
展
示
館
」

内

容

・
①
建
築
無
料
相
談
所
、
②
建

築
関
係
資
材
の
展
示
、
③
住
宅
設
備

機
器
な
ど
の
展
示
、
④
そ
の
他

だえつ一 (9)一一一一昭和56年 7月16日 広報

ー
住
宅
金
融
公
庫

l

大
型
住
宅
建
設
資
金
の

申
込
み
を
受
付
中

〈
受
付
期
限
〉

昭
和
五
十
七
年
二
月
末
日
ま
で

〈
申
込
資
格
〉

自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す

る
方
で
、
一
定
の
収
入
の
あ
る
方

〈
融
資
を
受
け
ら
れ
る
住
宅
〉

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
、
百
二
十
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
百
五
十
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
の
住
宅
を
建
て
る
方

〈
融
資
額
〉

木
造
住
宅
の
場
合
は
、
限
度
額
四
百

三
十
万
円
。
た
だ
し
、
断
熱
構
造
化
工

事
な
ど
を
行
っ
た
場
合
は
、
五
十
万
円

を
限
度
と
し
て
加
算
さ
れ
ま
す
。

〈
融
資
条
件
な
ど
〉

①
利
率
は
、
年
七

・
五

%

②

返

済

年
限
は
、
木
造
住
宅
の
場
合
二
十
五
年

以
内
③
返
済
方
法
は
、
元
利
均
等
毎

月
払
い
、
ま
た
は
元
利
均
等
毎
月
払
い

と
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用

〈
選
定
方
法
〉

選
考
に
よ
る
(
無
抽
選
)

〈
受
付
場
所
〉

最
寄
り
の
「
公
庫
業
務
取
扱
庖
」
と

表
示
し
て
あ
る
金
融
機
関

一
日
生
活
教
室
に

ご
参
加
を

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑮

0
9
9
8

上
回
消
貨
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
衣

類
に
つ
い
て
、
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
問
題
を
集

め
、
こ
の
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

と
き
:
・
七
月
二
十
四
日
樹
、
午
後
一

時
か
ら
三
時

と
こ
ろ
・
:
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

:
衣
生
活
を
考
え
る
そ
の
取

り
扱
い
と
安
全
性

講

師

:

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

窪
田
作
水
き
ん

I
U
品
川
叩
ヨ
lu

3
i
J
健
康
診
査

三
歳
旧
ノ

八
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

会場 保健センター
塩田母子 川西社会 霊関会9 

健康センター 福祉センター

会場
保健 塩 田 母 子

対 4か月児 9か月児 li殺6か月児 4.9か月児 4.9か月児 センター 健康センター

象 56年 4月 56年4・5月 地区 塩田全区

児
56年 4月生 55年11月生 55年2月生

55年11月生 55年II・12月生
F象児I 

地区 出!日市 出|日市内 I五回全区 川西全区
53年7月生 53年7.8月生

8月 19日 11日 20日 26日 18 日 6 日 8月 31 日

=歳児健康乳幼児健康診査日程表

刀て止と
にコ

標準地価格を閲覧

地
価
公
示
法

(昭
和
四
十
四
年
法
第

四
十
九
号
)
第
七
条
及
び
地
価
公
示
台

帳
閲
覧
規
定

(昭
和
四
十
九
年
上
田
市

告
示
第
二
十
一
号
)
に
よ
り
、
昭
和
五
十

十
六
年
地
価
公
示
に
係
る
図
書
を
次
に

よ
り
一
般
の
閲
覧
に
供
し
ま
す
。

上
田
市
長
石
井

I孟尻・川辺・泉田・神川・神科・箆殿

束音11・南部・中央・北部・西部・城下

閲
覧
場
所
:
上
田
市
役
所
企
画
調
護
課

閲
覧
日
:
・
六
月
二
十
三
日
か
ら
三
年
間

の
各
自
(
日
曜
日
、
祝
日
、
そ
の
他

市
の
休
日
を
除
く
)

閲
覧
時
間

・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で
と
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

そ
の
他
:
閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
係

員
に
申
し
出
て
、
そ
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

新市内

旧市内

泉

標準地に
標道準地の標準I也の ついての

襟準地計他に画係法
保準I血 燃準I也の所tt:及びI也苦手並

1平方メ 照準地
標準地 標準地の利用 襟準地周辺の土地利用の 4票準I也の前j兄面 水道給、ガ 他鉄の主通そ要施の

る都市
ートル当 の地検 ス供施 法その番号ぴに住居表示
たりの価 (m') 

の形状 の現j兄 現況 道路の状
設及び下

な交
令の制限で

絡 (円) 水道の整 設との接1兄 主要なもの
備の状況

近の状

上回 !-.凶市t主力、丘 1丁目2431
58，000 322 1 : 1. 2 住宅 W2 

中規模の一般住宅が建ち
南 4m私道

水道、ガ 上回
⑩(6201主、2導00) -1 番 2r紘か丘lー 27-55J 並ぶ住宅地域 ス 2.lkm 

2 大字仁田原7天/原1260
25，800 265 1 :1 {主毛 WI 

中規模の一般住宅が多い
南 6m市道

水道、ガ 上回
⑩ 喜子50 住宅地被 ス 3.5km 

5 -1 I中央2丁目4786番l外 「中 380.000 96 1 : 1. 5 庖舗 SRC4 百貨庖を中心とする商業
西17m国道

水道、ガ 上回
⑩(50商0業)防火央2-4-2J 地域 ス、下水 550m 

昭和 56年度基準地価格表
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第

一
期
整
備
工
事
が

公共下水道|

えつ広報

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、

さ
ら
に
す
は
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
芯
章
を
定
め
ま
す
。

p 

可7843 

ー一一..... 

部
完
成

7
月
1
日
か
ら
供
用
開
始

市
は
、
昭
和
四
十
二
年
、
公
共
下
水

道
事
業
に
着
手
し
て
以
来
、
市
街
地
中

央
地
区
の
蜂
備
を
ほ
ぼ
終
え
、
現
在
は

第
二
期
の
撃
備
工
事
を
着
々
と
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
第
二
期
の
整
備
工
事
が

一
部
完
成
し
、
七
月
一

日
か
ら
供
用
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
供
用
開

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教

養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、

人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ
た
た
か
い
心
が

ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一、

産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一、

平
和
と
自

由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

始
と
な

っ
た
の
は
、
上
川
原
柳
町
、
愛

宕
町
、
材
木
町
、
北
常
回
、
上
常
国
、

踏
入
、
中
常
国
、
北
天
神
町
、
南
天
神

町
、
原
町
、
諏
訪
部
、
泉
平
、
新
町
、

西
脇
、
鎌
原
、
北
大
手
町
、
下
紺
屋
町
、

鍛
冶
町
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
で
、
下
図
の

斜
線
部
分
で
す
。

七
月
一
日
に
供
用
開
始
と
な

っ
た
区

域
に
つ
い
て
、
雑
排
水
は
六
か
月
以
内

に
、
汲
み
取
り
便
所
は
三
年
以
内
に
水

洗
化
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
積
立
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
工
事
費
と
し
て
二
十
五
万
円
ま

で
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
市
か
ら
三
・

二
五
%
の
利

子
補
給
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
各
自

治
会
に
あ
る
積
立
組
合

へ
お
願
い
し
ま

す
。下

水
道
に

つ
い
て
の
相
談
は
、
市
役

所
下
水
道
課

(
宮
⑫

4
1
0
0
内
線

3

5
7
)
へ
ど
う
ぞ
。

ま
た、

排
水
設
備

工
事
は
上
田
市
下
水
道
指
定
工
事
庖
に

お
願
い
し
ま
す
。

上田市公共下水道事業一般平面図

訂
正
お
わ
び

訂木・こ第
正 BN参入
し日加固
まの歩ー1
T 誤よ専
守リ中の
で、八

し 毎 ぺ
た 遡 |

金・ジ
お Hを「
わ日 断
しには t酉
し 毎 会
て j担に

「広
報
う、
え
た
」
じ
月

一
日
発
行

+ 62) 

+ 34) 

+ 60) 
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